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研究成果の概要（和文）： 

 1949年の中華人民共和国成立以来、中国社会は何度も大きな社会変化を経てきた。本研究は、

このような中国の政策・社会変化の中で、中国西南端の雲南省に居住する少数民族ラフ族の住

民生活が受けた影響と変化について、民族語(ラフ語)による聞き取りをもとに、人々の生活経

験の再構成を試みた。その結果、少数民族住民は国家規模の社会変化を、イデオロギーや政治

面よりも、生存の面から見ていることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Since its establishment in 1949, PRC has been undergone drastic social changes. My 
research project has tried to reconstruct the life experience of the Lahu villagers, an 
ethnic minority people who live in the peripheral area of PRC, through interviews in Lahu, 
and estimated the changes and influences of the social changes on the national level. 
My research has found that the minority villagers have experienced and viewed the social 
changes from a perspective based less on ideology than on subsistence. 
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１．研究開始当初の背景 
 1949年の中華人民共和国成立（「解放」）以
来、中国社会は何度も大きな社会変化を経て
きた。1950 年代後半からの集団化と 1960 年
代後半からの文化大革命、1980年代からの改
革開放路線となどの政策転換は、住民生活に
大きな影響を与えてきた。しかし、国際政治
学ではさかんに論じられるこのような中国

現代史は、政治的な変化について多くを教え
る一方で、その中でひとびとが、生活レベル
においてどんな経験をしてきたかについて
は、ほとんど語ってくれない。 
 私は、2006 年と 2007 年にそれぞれ一週間
ほどの予備調査を、雲南省のラフ農民の間で
実施した。合計 7カ村での聞き取りの結果明
らかになったのは、いずれの村も 1960 年代
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前半の集団化の流れの中で、高地から低地へ
の移住を政府から命じられ、焼畑農業を中心
とした経済から水田耕作を中心とした経済
へと生業転換したことである。文化大革命期
には、民族の伝統や宗教の多くの部分は、「封
建的」「迷信」などとされ、弾圧を受けた。
しかし、1980年代以降の改革開放路線により、
自由経済が広がるとともに、民族の文化伝統
の見直しもまた始まっている。 
 過去の生活について雲南少数民族ラフの
住民自身が語る語りは、国家規模の政治変化
の中で、社会的な周縁にいる非漢族の生活が
どう変化してきたかを、住民の視点から捉え
なおすために、貴重な材料を提供してくれる。
他人の言葉（漢語）でなく、自らの母語で語
られるその語りは、文献や非文献によって氾
濫する漢族による歴史の語りとは、異なった
視点からの住民の生活史を提供してくれる。
このような認識に立ち私は、解放後中国の社
会変化における少数民族の生活史および自
らの過去についての住民の認識を明らかに
しようと、本研究課題を構想するに到った。 
 
２．研究の目的 
 私の構想する研究全体は、社会の周辺に置
かれた人間集団がどのような歴史経験をし
てきたか、自らが経験してきた歴史・社会的
な苦境の中で、何を感じ、何を希望として抱
いているかという問題の解明を目指すもの
である。換言すれば、不理解やさまざまなス
テレオタイプと誤解の一方で、その「声」を
聞くことの少ない弱者自身の語りに耳をか
たむけ、その社会的な経験を彼［女］らの視
点にできるだけ近づいて理解しようとする
試みである。このような研究の全体構想の中
で、本研究では、中国西南地域に居住する少
数民族ラフ族が、新中国建国以来の社会変化
の中で、どのような生活経験の変化を経てき
たかを、住民自身による語りをもとに明らか
にしてゆこうとした。 
 より具体的には、2009 から 2012 年度まで
の 4年間の期間において、本研究は「雲南少
数民族の生活経験の変化」という課題を、次
の 3つを軸に研究し、明らかにしてゆこうと
試みた。 
（1）中国の国家政策および民族政策の検討 
（2）各時代における少数民族ラフの生活の
変化の調査研究 
（3）ラフ族住民による自らの過去について
の語りに反映される周縁民族の社会的経験
の検討 
 
３．研究の方法 
 本研究は、文献・資料による調査および中
国雲南のラフ族村落でのフィールドワーク
からなり、以下の 3点を中心に、解放後中国
の社会変化の検討から、少数民族の視点から

の中国史、さらには少数民族の自らの歴史に
ついての認識まで、4年間に少しずつ重心移
動しながら、研究を進めた。 
（1）中国の国家政策および民族政策の検討： 
 主に中国語、日本語、英語の文献と資料を
もとに、現地調査と平行して研究を進めた。
1．解放後から 1960年ごろまで、２．1960年
ごろから 1980年代までの集団化と文革の時
代、3．1980年代に始まる改革開放から現代
までという、解放後中国の大きな時代区分に
沿って、中国の国家政策と民族政策の歴史変
遷をとらえた。予備調査でも明らかになって
いた通り、国家的な政策が、ラフ住民の過去
の生活変化を語る際の参照枠になっている
ことが多いため、国家政策の検討は、住民の
生活経験の理解にとって不可欠な作業であ
った。このテーマに関する文献・資料につい
ては、既存のものに加えて、フィールドワー
クに際しても現地で追加収集した。私は中国
ラフ族の調査が可能になる以前、1996年から
継続してタイのラフ族について研究してき
ていたが、中国の政策の歴史を検討し、タイ
国の少数民族政策の歴史との比較すること
によって、異なった国家的コンテクストにお
かれた少数民族の生活経験のあり方の違い
を、より深く理解することができた。 
（2）各時代における少数民族ラフの生活の
変化の調査研究： 
 中国人研究者による少数民族研究を参照
する一方で、2009から 2012年までの各年に
中国雲南省でのフィールドワークを実施し、
ラフ族住民に対する聞き取りを通して調査
研究した。中国の少数民族研究の中には、少
数民族に対する偏った見方をもつものもあ
るが、実際の村落生活に関する事実を中心と
した記述的な報告は、歴史の再構成にとって
価値ある資料であった。一方で、フィールド
ワークでは、できるだけ多くの住民に対して、
各時代における生活全般について聞き取り
調査を実施した。特に、村落政治におけるリ
ーダーシップ、生業のあり方、低地の漢族マ
ーケットとの経済関係、就労などの移動圏、
公的教育、漢語とラフ語の使用状況、婚姻お
よび民族通婚のあり方、伝統文化と宗教の弾
圧と復興、観光と文化の客体化などの点を中
心に、住民生活とその変化とを、国家政策の
各時期それぞれについて再構成した。ここで
は、解放後の各時代において具体的に住民が
どう生きてきたかを、丹念な聞き取りによっ
て、生活の各面から総合的に捉えるようにつ
とめた。 
（3）ラフ族住民による自らの過去について
の語りに反映される周縁民族の社会的経験
の検討： 
 民族語によるラフ住民に対する聞き取り
を通して研究した。よりインフォーマルな聞
き取りを通して得られる、住民による自らの



 

 

歴史についての語りは、少数民族の生活変化
の事実を語るだけでなく、過去の各時代の生
活に対する語り手の感情や経験を反映して
いる点で重要である。聞き取りでは、事実確
認のためのより構造化されたインタビュー
の他に、雑談的な雰囲気のなかで、住民に過
去の生活についてできるだけ自由に語って
もらい、それを通して、過去および現在の生
活を、彼らがどう経験しどう意識しているか
という点から考察した。歴史事実のみならず、
歴史に対する住民の生活感情や経験にまで
近づいて理解しようとする点に、本研究の特
色のひとつがあったと言える。 
 
４．研究成果 
 2009～2012 年の間毎年中国雲南省のラフ
族村落にてフィールドワークを実施した。特
に 2009 年 8 月末から 9 月初めまで雲南のラ
フ村落に 7日間滞在して、住民の生活変化と
歴史認識について滞在調査することができ
た。その成果は、『中国雲南ラフ族村の生活
誌 アユ村の現在と過去』（図書④、以下『生
活誌』と呼ぶ）に、本事業の中間報告として
纏めた。さらに 2012年 3～8月には雲南省に
滞在して、同省のラフ族村落を広く訪問して、
現地調査を行った。 
 本研究事業全体からみると、2009から 2012
年度までの 4年間の調査研究によって、以下
のテーマについて現地調査によるデータが
得られた。 
（1）中国雲南少数民族の生活誌 
（2）解放後中国の社会変化を少数民族住民
はどう生きたか（ラフ族住民の社会史） 
（3）「漢族の地に行く」ラフ族女性（漢族男
性とラフ族女性との遠隔地結婚） 
（4）タイと比較した中国ラフ族の祭祀体系 
（5）ラフ族の「佛」運動と信仰 
（6）タイと中国におけるキリスト教徒少数
民族の歴史と状況 
 このうち（1）（2）については『生活誌』
で報告した。本科研報告書（図書①）におい
ては、（5）について、かつてのラフ族の「佛」
運動の中心地を訪ね、各地における「佛」信
仰の現状について報告した。また『生活誌』
でも短く報告したテーマ（3）について、図
書①で京都大学の堀江未央（研究協力者）が
詳細に報告している。テーマ（4）と（6）に
ついても『生活誌』でも一部報告したが、よ
り本格的な分析と報告は今後つづけて刊行
される報告書にゆずる。 
 本事業では、映像作家・服部一人（研究協
力者）の協力のもとで、タイと雲南のラフ族
についての映像報告（民族誌映像）を作成し
た（以下の５.主な発表論文等〔その他〕）。 
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